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(No.683) 第9話 地球にもやさしくない 

－タバコの吸い殻は地球環境を汚している原因の一つ... 

 日本たばこ協会によると２０２０年度の紙巻タバコの販売本数は９８８億

本だったそうです。これだけのタバコが日本中で吸われたわけですが、それ

は同時に９８８億本の吸い殻が発生したという事です。そんな膨大な吸い殻

は、どのように処理されているのでしょうか。 

 多くの吸い殻はどこかの灰皿に捨てられているでしょうが、写真のように

路上や排水溝にポイ捨てされている景色もよく見かけます。心ない人が捨て

た最初の一本が次々に「この一本の吸い殻ぐらい・・・」と気に留めない行

動につながってしまうのでしょう。 

(No.684) 第10話 タバコとメラニン色素 

－喫煙を続けると老けてみえるスモーカーズフェイスに... 

  左の写真の二人は双子です。イギリスの BBC テレビが製作した、２２才

の双子が４０才になった時の予想画像です。右がタバコを吸い続け、左は

まったくタバコを吸わなかったと仮定してメイクされています。 

(No.685) 第11話 手術と禁煙 

－喫煙は手術後の合併症や傷の治り方に悪影響を与える... 

  下の写真は手術をうける人に向けた禁煙啓発ポスターです。手術が必要な

病状は入院生活を伴う深刻な場合が多いと思われます。そして手術をしたか

らすぐ快復するわけではなく、術後の経過しだいで容態が悪くなる可能性も

ある事を意識しておかなければなりません。 

 タバコは、そんな手術後の快復を妨げる原因となっている事を知っている

でしょうか。下のポスターには、「喫煙は、手術後の合併症を増やし、傷の

治りを悪くする」と警告しています。合併症とは別の病気が発症する事で、

手術後に合併症が起こると快復するのが長期化するばかりか、容態が悪化す

る場合もあるのです。 

(No.686) 第12話 新しい命のために 

－妊婦が妊娠中や産後にタバコの影響を受けると新生児にも悪影響が... 

  妊娠中や産後にタバコの影響を受けると新生児の健康を害します。下図に

あるように妊娠中には胎盤を通して赤ちゃんに有害物質が届きます。する

と、流産、早産や低体重児の出産、そして乳幼児突然死や喘息の危険性が大

きくなります。このうち、右下のグラフにあるように気管支ぜんそくの危険

性は１．５倍、乳幼児突然死症候群は４．７倍にもなるそうです。それに加

え、アトピー性皮膚炎や湿疹の発症率も高くなるようです。  

(No.687) 第13話 COPDの警告文 

－タバコのパッケージにCOPDの警告文--もっと認知度が高まって欲しい... 

  最近、新聞に日本 COPD 対策推進会議が下図のような全面広告を掲載しま

した。COPD は肺の生活習慣病で世界の死因ランキングの３位となるほどの

病気です。そして、新型コロナウイルス感染症を重症化させる危険性も高い

のです。この病気の主な原因は喫煙や受動喫煙である事がわかっています。  

  そこで、タバコのパッケー ジに COPD になる危険性を警告する... 
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